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政
策
提
言
書
の
提
出

　

12
月
18
日
村
議
会
か
ら
白
川
村
長

へ
提
言
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
提
言
書
は
、
本
年
10
月
「
村

民
と
の
ふ
れ
あ
い
懇
談
会
」
に
お
い

て
出
さ
れ
た
意
見
を
、
議
会
が
今
後

の
行
政
運
営
に
必
要
な
政
策
的
な
事

項
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

村
が
運
営
し
て
い
る「
白
弓
ス
キ
ー

場
」
は
利
用
者
の
減
少
に
伴
い
リ
フ

ト
収
入
が
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
る
。
反
面
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
含

む
教
育
的
施
設
と
し
て
の
位
置
付
け

も
大
き
い
。

　

白
弓
ス
キ
ー
場
の
運
営
の
明
確
化

と
老
朽
化
し
た
施
設
整
備
に
つ
い
て
、

村
の
姿
勢
を
示
し
て
欲
し
い
。

　

庁
舎
内
に
は
、
現
在
３
団
体
が
行

政
運
営
と
は
別
に
使
用
し
て
い
る
。

一
部
の
村
民
か
ら
、
使
用
が
適
切
な

の
か
疑
問
視
す
る
声
が
あ
る
。
村
民

に
広
く
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
改
善

を
求
め
る
。

　

温
泉
入
浴
割
引
券
の
利
用
は
高
齢

者
本
人
の
み
の
使
用
に
限
定
さ
れ
て

い
る
。
家
族
と
一
緒
に
利
用
す
る
場

合
、
家
族
に
限
っ
て
利
用
で
き
る
よ

う
改
善
を
求
め
る
。

　

村
職
員
を
採
用
す
る
に
あ
た
り
、

一
家
に
2
人
の
採
用
が
申
し
合
わ
せ

に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　

将
来
に
お
い
て
生
計
を
別
に
す
る
兄

弟
姉
妹
に
関
し
て
は
、
申
し
合
わ
せ
事

項
か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

1
白
弓
ス
キ
ー
場
運
営
の

明
確
化
と

修
繕
計
画
に
つ
い
て

3
高
齢
者
に
配
布
し
て
い
る

温
泉
入
浴
割
引
券
の

利
用
拡
大
に
つ
い
て

2
役
場
庁
舎
の
各
種
団
体
の

使
用
に
つ
い
て

4
村
職
員
の
採
用
基
準
の

拡
大
に
つ
い
て

　

村
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
新
春
を
健
や
か
に
迎
え
ら

れ
ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
、

幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

　

日
頃
は
、
村
議
会
に
対
し
ま
し
て
、

格
別
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
経
済
状
況
に
お
き
ま

し
て
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
影
響
で
景

気
は
穏
や
か
に
回
復
傾
向
に
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
地
方
に
お
い
て
は
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
は

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
の
出
来
事
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

広
島
市
の
土
砂
災
害
で
74
人
が
死
亡
、

御
嶽
山
噴
火
で
死
者
57
人
、
行
方
不
明

者
6
人
の
災
害
も
あ
り
冥
福
を
祈
り
し
、

被
災
者
に
対
し
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
ん
な
な
か
白
川
村
に
お
い
て

は
無
事
故
、
無
災
害
と
平
穏
な
日
々
を

送
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

白
川
村
議
会 

議
長
　
　
　 　

新
　
谷
　
保
　
雄

白
川
村
議
会
議
長

新

谷

保

　

ま
た
、
師
走
の
中
で
の
、
慌
た
だ
し

い
衆
議
院
選
挙
、
近
年
に
な
い
大
雪
で

の
雪
片
づ
け
と
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　

今
春
の
3
月
に
は
北
陸
新
幹
線
（
東

京
・
金
沢
間
）
の
供
用
が
開
始
さ
れ
ま

す
・
白
山
ス
ー
パ
ー
林
道
の
名
称
も
白

山
・
白
川
郷
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ー
ド
と
改
名

さ
れ
、
ま
た
、
12
月
に
は
白
川
郷
・
五

箇
山
合
掌
造
り
集
落
の
世
界
遺
産
登
録

20
周
年
を
迎
え
、
そ
れ
ぞ
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
が
、
こ

れ
ら
を
契
機
と
し
て
白
川
村
の
活
性

化
、
発
展
に
つ
な
げ
た
い
も
の
で
す
。

　

議
会
で
は
、
村
民
と
の
ふ
れ
あ
い
懇

談
会
を
通
じ
意
見
を
い
た
だ
い
た
議
員

定
数
、
議
員
報
酬
に
つ
い
て
、
昨
年
の

9
月
定
例
会
に
お
い
て
議
会
改
革
の
一

環
と
し
て
、
現
行
の
議
員
定
数
8
名
か

ら
１
名
削
減
し
定
数
を
7
名
に
、
議
員

報
酬
に
つ
い
て
は
、
議
長
は
26
万
円
の

据
置
き
、
一
般
議
員
を
14
万
5
千
円
か

ら
18
万
円
と
す
る
な
ど
、
条
例
改
正
を

行
っ
た
と
こ
ろ
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
4
月
に
は
議
会
議
員
に
お
き

ま
し
て
は
任
期
満
了
を
迎
え
ま
す
。
村

の
将
来
に
向
か
っ
て
議
会
人
と
し
て
、

議
会
一
丸
と
な
っ
て
任
期
一
杯
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
村
民
の
皆
様
方
に
と
っ
て

新
し
い
年
が
、
実
り
多
い
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
、
議
員
一
同
、
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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村
議
会
で
は
、
議
会
臨
時
会
と
12

月
例
例
会
を
行
い
、
以
下
の
審
議
を

慎
重
に
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
平
成
26
年
10
月
7
日
）

平
成
26
年
度
白
川
村
一
般
会
計

　
　
　
　
　
　

補
正
予
算（
第
3
号
）

　

平
瀬
保
育
園

　

給
湯
暖
房
ボ
イ
ラ
ー
の
故
障
に

　

よ
る
備
品
購
入
費

　
　
（
平
成
26
年
12
月
10
日
〜
18
日
）

議
会
報
告
（
１
件
）

　

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

◎
平
成
26
年
度
白
川
村
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
専
決
第
１
号
）

　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
係
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

経
費
の
増
額

　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

◎
契
約
の
目
的

　

国
宝
重
要
文
化
財
等
保
存
整
備
事
業

　

重
要
文
化
財

　

旧
遠
山
家
住
宅
保
存
改
修
工
事

　

契
約
金
額

　
　
　

1
0
9
，0
8
0
，0
0
0
円

　

契
約
の
相
手
方

　
　

白
川
村
平
瀬
396
番
地
の
22　

　
　

小
坂
建
設
株
式
会
社

条
例
の
改
正
（
2
件
）

　

白
川
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
改
正

　

◎
人
事
院
勧
告
に
よ
る

　
　

職
員
給
与
の
改
正
。

　

※
平
成
26
年
4
月
1
日
遡
及
と

　
　

平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
適
用
分

　

白
川
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の

　
一
部
改
正

　

◎
国
民
健
康
保
険
施
行
令
の

　
　

改
正
に
伴
う
改
正
。

　

※
出
産
育
児
一
時
金
の
見
直
し

　
　
（
現
行
の
金
額
に
変
更
な
し
）

平
成
26
年
度
補
正
予
算
（
５
会
計
）

　

白
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
5
号
）

　

補
正
額　

3
6
，3
6
5
千
円
増
額

（
補
正
後
、
3
，4
1
0
，0
2
6
千
円
）

　

主
な
内
容
（
１
千
万
円
以
上
）

【
歳  

入
】

　

国
庫
支
出
金
の
う
ち
、

　

商
工
費
補
助
金

　
　
　

 

2
5
，0
0
0
千
円　

増
額

　

※
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業

　
　

交
付
金

【
歳  

出
】

　

総
務
費
の
う
ち
、

　

財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
　
　

 

2
0
，0
0
0
千
円　

減
額

　

※
歳
出
予
算
が
増
額
と
な
っ
た
た

　
　

め
、
緊
急
性
を
重
視
し
基
金
積

　
　

立
額
を
削
減
し
ま
し
た
。

　

商
工
費
の
う
ち
、

　

地
域
経
済
循
環
創
造
事
業

　
　
　

 
2
5
，0
0
0
千
円　

増
額

　

※
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付

　
　

金
の
採
択
を
受
け
た
こ
と
に
よ

　
　

り
消
費
開
発
等
へ
の
補
助
事
業

　
　

を
行
い
ま
す
。

　

土
木
費
の
う
ち
、

　

県
単
改
良
事
業

　
　
　

 

1
1
，0
9
7
千
円　

増
額

　

※
県
が
行
う
牧
及
び
福
島
地
内
の

　
　

道
路
改
良
工
事
等
に
対
し
て
、

　
　

村
か
ら
の
負
担
金
を
支
出
し
ま

　
　

す
。
今
回
の
補
正
で
は
県
予
算

　
　

が
増
額
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
増

　
　

額
補
正
を
し
ま
し
た
。

議
会
広
報

 

◆
議
会
臨
時
会

 

◆
12
月
例
例
会
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白
川
村
国
民
健
康
保
険

　
　

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

事
業
勘
定
の
部

　

補
正
額　

増
減
額
な
し

　
（
補
正
後
、
1
9
7
，8
7
9
千
円
）

　

主
な
内
容
（
１
百
万
円
以
上
）

【
歳  

入
】

　

歳
入
補
正
予
算
な
し

【
歳  

出
】

　

該
当
事
業
な
し

　
　

　

直
診
勘
定
の
部

　

補
正
額　
　

5
3
1
千
円
増
額

　
（
補
正
後
、
2
0
8
，8
8
9
千
円
）

　

主
な
内
容
（
１
百
万
円
以
上
）

【
歳  

入
】

　

該
当
事
業
な
し

【
歳  

出
】

　

該
当
事
業
な
し

　

※
人
件
費
の
た
め
の
増
額
で
す
。

　

白
川
村
簡
易
水
道

　
　

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）

　

補
正
額　

1
，4
0
0
千
円
増
額

　
　
（
補
正
後
、
7
1
，4
5
9
千
円
）

　

主
な
内
容
（
１
百
万
円
以
上
）

【
歳  

入
】

　

繰
入
金
の
う
ち
、

　

一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
　
　
　

 

１
，4
0
0
千
円
増

　

※
財
源
不
足
に
よ
る
繰
入
金
の
増

　
　

額
で
す
。

【
歳  
出
】

　

総
務
費
の
う
ち
、
施
設
管
理
費

　
　
　
　
　

 
１
，4
0
0
千
円
増
額

　

※
平
瀬
給
水
区
の
漏
水
に
よ
る
修

　
　

繕
費
及
び
電
気
料
金
の
増
額
で

　
　

す
。

　

白
川
村
公
共
下
水
道

　
　

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
4
号
）

　

補
正
額　

2
，9
8
0
千
円
増
額

　
（
補
正
後
、
1
4
9
，0
2
7
千
円
）

　

主
な
内
容
（
１
百
万
円
以
上
）

【
歳  

入
】

　

繰
入
金
の
う
ち
、

　

一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
　
　

 

2
，9
8
0
千
円
増
額

　

※
財
源
不
足
に
よ
る
繰
入
金
の
増

　
　

額
で
す
。

【
歳  

出
】

　

公
共
下
水
道
施
設
管
理
費
の
う
ち
、

　

施
設
管
理
費

　
　
　
　
　

 

2
，7
2
0
千
円
増
額

　

※
平
瀬
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
落

　
　

雷
事
故
に
伴
い
修
繕
料
の
増
額

　
　

で
す
。
費
用
に
係
る
財
源
に

　
　

あ
っ
て
は
保
険
が
適
用
さ
れ
ま

　
　

す
が
額
の
未
確
定
で
あ
る
た

　
　

め
、
一
時
的
に
一
般
会
計
か
ら

　
　

の
繰
入
金
に
て
対
応
し
ま
す
。

　

白
川
村
介
護
保
険

　
　

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）

　

保
険
事
業
勘
定
の
部

　

補
正
額　

2
6
5
千
円
減
額

（
補
正
後
、
1
9
5
，8
5
9
千
円
）

　
　
　

主
な
内
容（
１
百
万
円
以
上
）

【
歳  

入
】

　

該
当
事
業
な
し

【
歳  

出
】

　

該
当
事
業
な
し
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世
界
遺
産
集
落
空
き
家
維
持
管
理
・

修
景
に
つ
い
て

大田　貢 議員

質

一
般

問

世
界
遺
産
荻
町
集
落
に
は
合
掌

造
り
等
の
空
き
家
が
あ
り
、
こ

の
建
物
を
村
で
維
持
管
理
し
て

い
く
事
は
大
変
で
あ
り
、「
世

界
遺
産
白
川
郷
合
掌
維
持
管
理

組
合
（
仮
称
）」
を
設
立
し
管

理
し
て
は
ど
う
か
。

白
川
郷
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
は
、

「
空
き
家
と
な
っ
て
い
る
伝
統

的
建
造
物
は
、
維
持
管
理
が
継

続
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
住

民
や
関
係
組
織
と
協
力
し
な
が

ら
活
用
を
進
め
る
。」
と
さ
れ
、

ま
た
、「
伝
統
的
建
造
物
の
う

ち
、
そ
の
保
存
の
た
め
に
必
要

が
あ
る
と
き
は
買
上
げ
・
借
上

げ
を
行
い
、
資
産
の
歴
史
的
価

値
を
周
知
・
広
報
し
、
共
有
す

る
た
め
に
一
般
公
開
す
る
ほ
か

活
用
を
行
な
う
。」
と
位
置
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

考
え
に
則
っ
た
形
で
受
入
れ
を

行
い
ま
す
。

カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
に
よ

り
、
ナ
ラ
の
木
が
枯
れ
景
観
が

悪
く
な
っ
て
い
る
。
枯
れ
木
を

伐
採
し
、
紅
葉
や
山
桜
を
植
林

し
て
は
ど
う
か
。

枯
れ
木
は
6
年
前
か
ら
伐
採

及
び
薬
剤
処
理
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
よ

り
里
山
林
整
備
事
業
と
し
、

荻
町
堅
田
宅
裏
付
近
か
ら
小

洞
宅
裏
付
近
ま
で
の
荻
町
水

路
を
中
心
に
東
西
15
ｍ
幅
で

下
刈
り
・
除
伐
・
枝
打
・
枯

木
伐
倒
を
行
い
、
里
山
景
観

の
復
元
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
方
植
栽
に
つ
き
ま
し
て
は
、

来
年
度
よ
り
も
み
じ
等
を
2

ha
植
栽
予
定
で
す
。

Ｑ

Ｑ

A

A

行
　
　
　
　
事

出
席
者

白
川
村
議
会
議
員
月
別
行
事
等
予
定

1
月

January全
員

全
員

全
員

議
長

議
長

議
長

議
長

議長、
上手議員上手議員

6
日
㈫

消
防
出
初
式

9
日
㈮

新
年
祝
賀
会

13
日
㈫

白
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会

15
日
㈭

執
行
と
議
員
懇
談
会

Ｊ
Ａ
ひ
だ
創
立
20
周
年
記
念
式
典

20
日
㈫

白
川
村
政
経
同
友
会

27
日
㈫

全
国
サ
ン
マ
ッ
シ
ュ
生
産
協
議
会

（
予
定
）議
員
懇
談
会

28
日
㈬

岐
阜
県
農
業
会
議

常
任
会
議
員
会
議

30
日
㈮

地
方
財
政
対
策
等
説
明
会
、

合
同
懇
談
会
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村
内
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

上手 英二 議員

行
　
　
　
　
事

出
席
者

白
川
村
議
会
議
員
月
別
行
事
等
予
定

２
０
１
０
年
6
月
に
消
防
法
改

正
に
よ
り
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
地
下
タ
ン
ク
の
規
制
が
な
さ

れ
、
40
年
以
上
を
経
過
し
た
地

下
タ
ン
ク
に
は
、
油
漏
れ
を
防

ぐ
た
め
に
内
面
を
繊
維
強
化
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
（
Ｆ
Ｒ
Ｐ
）
で
加

工
す
る
か
、
地
下
に
電
極
を
埋

め
込
み
電
流
を
流
す
こ
と
で
腐

食
を
防
止
す
る
対
策
を
施
す
か

い
ず
れ
か
の
義
務
付
け
が
さ

れ
、
改
修
費
用
が
多
額
と
な
り

経
営
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
負

担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

村
に
お
い
て
も
、
約
3
箇
所
の

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
廃
業
す

る
事
態
と
な
り
、
現
在
で
は
、

大
郷
地
区
2
箇
所
、
南
部
地
区

１
箇
所
で
し
か
村
民
が
給
油
出

来
な
い
状
態
に
あ
る
。

村
内
3
箇
所
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
大

郷
地
区
の
１
箇
所
は
地
下
タ
ン

ク
の
期
限
が
到
来
す
る
ま
で
営

業
を
継
続
し
、
も
う
１
箇
所
は

既
に
改
修
済
み
の
た
め
継
続
し

て
営
業
す
る
見
込
で
あ
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
一
方
、
南
部
地

区
の
１
箇
所
は
、
平
成
27
年
末

ま
で
の
営
業
予
定
で
あ
る
と
の

こ
と
で
、
平
成
28
年
に
は
、
南

部
地
区
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
が
消
滅
し
て
し
ま
う
事
態
に

陥
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
事
態
に
つ
い
て
、
行
政
は

今
後
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

南
部
地
区
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
は
、
平
成
27
年
度
ま
で

に
無
く
な
る
こ
と
は
聞
い
て

お
り
、
高
齢
者
や
長
距
離
運

転
が
で
き
な
い
方
へ
の
給
油
、

農
林
業
作
業
用
燃
料
が
不
足

す
る
な
ど
、
地
域
生
活
に
不

便
を
き
た
す
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
昨
年
よ
り
経
済
産

業
省
へ
相
談
を
し
て
い
ま
す

が
、
残
念
な
が
ら
多
額
の
改

修
費
用
、
民
間
の
営
利
業
務

と
位
置
付
け
ら
れ
補
助
率
が

低
く
、
上
限
額
が
設
定
さ
れ

て
い
る
な
ど
か
ら
村
に
と
っ

て
有
利
な
制
度
と
な
ら
な
い

た
め
、
モ
デ
ル
事
業
に
よ
る

採
択
を
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
南
部

地
区
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

の
存
続
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
元
の
方
が
ど
れ
だ
け
利
用

さ
れ
る
か
に
あ
り
ま
す
の
で
、

ニ
ー
ズ
等
を
検
討
し
な
が
ら
、

近
々
の
課
題
と
し
て
取
り
組

み
ま
す
。

Ｑ

A

2
月

February全
員

全
員

全
員

全
員

全
員

全
員 上手議員上手議員

議長、
上手総長

5
日
㈭

（
予
定
）第
１
回
予
算
特
別
委
員
会 

6
日
㈮

岐
阜
県
農
業
会
議

農
業
担
い
手
研
究
大
会

8
日
㈰

村
民
・
議
会
議
員
杯
ス
キ
ー
大
会

9
日
㈪

（
予
定
）第
２
回
予
算
特
別
委
員
会

10
日
㈫

（
予
定
）第
３
回
予
算
特
別
委
員
会 

12
日
㈭

（
予
定
）第
４
回
予
算
特
別
委
員
会 

17
日
㈫

（
予
定
）議
員
懇
談
会 

19
日
㈭

飛
騨
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会 

27
日
㈮

岐
阜
県
農
業
会
議

常
任
会
議
員
会
議 
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瀬
音
さ
く
ら
山
荘
増
床
に
つ
い
て

小坂 安彦 議員

先
般
、
行
政
か
ら
第
6
次
総
合

計
画
の
実
施
計
画
が
議
会
に
示

さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
例
年
こ
の

時
期
に
提
示
さ
れ
、
向
こ
う
3

年
間
の
行
政
が
取
組
む
事
業
計

画
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
村
の

具
体
的
な
施
策
が
見
え
る
こ
と

か
ら
、
本
村
の
村
づ
く
り
に
関

す
る
重
要
な
資
料
と
し
て
我
々

議
会
も
位
置
付
け
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

そ
の
中
か
ら
、
注
目
し
た
事
業

の
一
つ
に
「
瀬
音
さ
く
ら
山
荘

増
床
事
業
」
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
瀬
音
さ
く
ら
山
荘
は
、
あ

と
９
床
ま
で
増
床
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
、
以
前
か
ら
計
画
さ

れ
て
い
る
事
業
で
あ
り
、
来
る

高
齢
化
社
会
に
向
け
て
事
業
の

必
要
性
に
つ
い
て
は
、
議
会
で

も
確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

こ
の
実
施
計
画
に
は
事
業
名
が

記
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
実

施
年
度
や
事
業
費
の
記
載
が
さ

れ
て
い
な
い
。
行
政
か
ら
事
業

採
択
に
関
す
る
経
過
報
告
は
受

け
て
い
る
も
の
の
、
現
段
階
で

の
取
り
組
み
つ
い
て
説
明
を
求

め
る
。

さ
く
ら
山
荘
の
増
床
を
村
事

業
と
し
て
行
う
こ
と
の
大
前

提
と
し
て
、
さ
く
ら
山
荘
の

運
営
管
理
体
制
の
改
善
な
ど

が
必
要
最
低
条
件
で
あ
る
旨

を
愛
知
慈
恵
会
理
事
長
に
直

接
お
伝
え
を
し
ま
し
た
。
当

時
の
理
事
長
は
、
改
善
に
向

け
た
計
画
書
を
提
出
し
た
上

で
、
善
処
に
努
め
る
と
快
諾

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の

後
具
体
的
な
改
善
方
針
や
計

画
書
の
提
出
は
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
現
在
の
さ
く
ら
山
荘

は
慢
性
的
な
人
手
不
足
に
よ

り
、
体
質
改
善
よ
り
も
働
き

手
が
不
足
す
る
状
態
で
あ
り
、

ま
す
ま
す
施
設
運
営
面
で
の

建
て
直
し
は
困
難
な
事
態
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
村
に
と

り
ま
し
て
も
大
変
重
要
な
高

齢
者
福
祉
施
設
で
あ
り
ま
す

の
で
、
行
政
が
で
き
得
る
支

援
・
指
導
を
行
い
な
が
ら
、

福
祉
事
業
を
進
め
て
行
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ

A

行
　
　
　
　
事

出
席
者

白
川
村
議
会
議
員
月
別
行
事
等
予
定

3
月

M
arch全

員
全
員

全
員

全
員

全
員
議
長

全
員

全
員 上手議員

2
日
㈪ 

（
予
定
）議
会
運
営
委
員
会

10
日
㈫ 

（
予
定
）議
会
定
例
会（
初
日
）

13
日
㈮ 

白
川
中
学
校
卒
業
式 

18
日
㈬ 

（
予
定
）議
会
定
例
会（
最
終
日
） 

24
日
㈫ 

県
町
村
議
会
議
長
会　

評
議
員
会

白
川
小
学
校
卒
業
式

26
日
㈭ 

白
川
・
平
瀬
保
育
園
卒
園
式 

27
日
㈮ 

岐
阜
県
農
業
会
議

農
業
会
総
会
及
び
常
任
会
議 

31
日
㈫ 

（
予
定
）議
員
懇
談
会

（
予
定
）議
会
臨
時
会 
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小
中
一
貫
校
で
の
義
務
教
育
の

質
の
向
上
に
つ
い
て

川田　裕 議員

　11月2日に第4回飛
騨地域議員研修会が
「トヨタ白川郷自然學
校」で開催されました。
　飛騨地域の議員及び関係者60名（高山市議会23
名、飛騨市議会17名、下呂市議会10名、白川村議
会10名）が集い、自然學校　浅野能昭校長の「自
然ネットワーク活用による地域創生について」の
講演を拝聴した後、3市１村の活性化について意見
交換を行いました。

中
央
教
育
審
議
会　

特
別
部
会

で
は
、
義
務
教
育
9
年
間
を
一

体
と
し
て
行
う
「
小
中
一
貫
教

育
」
を
制
度
化
す
る
よ
う
求
め

る
答
申
案
を
示
し
た
。
こ
の
答

申
で
は
、
不
登
校
や
い
じ
め
問

題
な
ど
の
解
消
に
効
果
が
あ
る

よ
う
で
、
全
国
の
市
町
村
の
判

断
で
導
入
で
き
る
よ
う
法
改
正

が
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
実
施
す

る
学
校
に
は
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
独
自
教
科
の
設
定
を
認
め

る
こ
と
も
提
案
さ
れ
て
い
る
。

文
部
科
学
省
は
、
そ
の
答
申

を
受
け
来
年
の
通
常
国
会
で

学
校
教
育
基
本
法
な
ど
を
改

正
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て

い
る
。

そ
こ
で
、
村
で
は
、
小
学
校

新
設
を
機
に
小
中
一
貫
教
育

を
実
施
し
て
い
る
が
、
中
教

審
の
答
申
案
に
あ
る
よ
う
に
、

義
務
教
育
の
質
の
向
上
が
図

ら
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

中
学
校
に
な
じ
め
ず
不
登
校

や
い
じ
め
が
増
え
る
と
言
わ

れ
て
い
る
「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」

に
対
し
て
緩
和
や
解
消
に
効

果
が
あ
っ
た
の
か
現
状
を
聞

き
た
い
。

文
科
省
は
人
材
育
成
の
基
盤

で
あ
る
義
務
教
育
の
質
の
向

上
に
国
家
戦
略
と
し
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
し
て
い

ま
す
。
質
と
は
何
か
と
申
し

上
げ
れ
ば
、「
環
境
」
や
「
教

師
の
信
頼
」、「
評
価
基
準
」

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま

す
。そ
の
確
認
は
、「
今

日
が
楽
し
く
、
明
日

が
待
ち
遠
し
い
学
校

で
、
児
童
生
徒
が
笑

顔
で
過
ご
し
て
い
る

こ
と
」
と
思
っ
て
い

ま
す
。
先
生
方
の
熱

意
・
情
熱
に
よ
っ
て

十
分
図
ら
れ
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
中
一
ギ
ャ
ッ

プ
」
は
白
川
郷
学
園

に
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

今
回
の
答
申
の
ポ
イ
ン
ト
に
、

小
中
一
貫
教
育
は
地
域
に
応

じ
た
独
自
教
科
の
設
定
を
特

例
と
し
て
認
め
る
と
あ
る
が
、

こ
の
独
自
教
育
に
つ
い
て
考

え
を
聞
き
た
い
。

白
川
郷
学
園
で
は
「
英
語
学

習
」
と
「
ふ
る
さ
と
学
習
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特
に
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
で
は
、

伝
統
文
化
の
伝
承
活
動
や
体

験
活
動
を
行
い
、
白
川
村
の

伝
統
を
受
け
継
ぐ
子
ど
も
を

目
指
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
成
果
と
し
ま
し
て
、「
白

川
郷
学
園
地
域
公
開
日
に
お

け
る
第
１
回
子
ど
も
未
来
会

議
」「
生
徒
会

が
中
心
と
な
り

地
域
に
呼
び
か

け
た
白
川
郷
学

園
体
育
祭
・
運

動
会
」「
村
民

文
化
祭
で
の
太

鼓
の
披
露
」
な

ど
、
児
童
生
徒

の
姿
が
育
ん
で

い
る
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。

Ｑ

A

ＱA

飛騨地域の議員が集いました
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現
在
の
村
に
お
け
る
観
光
資
源

は
、「
手
を
加
え
て
い
な
い
」

或
い
は
、「
加
え
ら
れ
な
い
」

等
の
諸
般
の
事
情
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
政
府
が
唱
え
る
地

方
創
生
に
鑑
み
た
と
き
、
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
よ
る
魅
力

向
上
や
村
民
の
意
識
と
観
点
に

今
一
度
問
い
か
け
る
時
で
は
な

い
か
と
感
じ
る
。

こ
れ
ま
で
、
幾
度
と
な
い
会
議

の
中
で
、
白
弓
ス
キ
ー
場
の
運

営
に
つ
い
て
質
問
し
て
き
た
。
い

よ
い
よ
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
行
政
は
昨
シ
ー

ズ
ン
と
は
違
う
経
営
戦
略
を
し

て
き
た
の
か
実
績
を
聞
き
た
い
。

誘
客
促
進
と
し
て
、
県
観
光

連
盟
・
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
と

の
割
引
制
度
、
旅
行
専
門
雑

誌
じ
ゃ
ら
ん
と
の
企
画
で
19

歳
の
方
の
無
料
化
を
行
い
ま

す
。
さ
ら
に
、ａ
ｕ
ス
マ
ー
ト

パ
ス
を
利
用
し
た
優
待
も
実

施
し
ま
す
。

現
在
７
回
実
施
さ
れ
て
い
る

「
白
川
郷
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
」
は
、

問
題
点
を
改
善
し
な
が
ら
現
在

に
至
っ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
が
、
来
訪
す
る
観
光
客

に
対
す
る
ソ
フ
ト
的
な
サ
ー
ビ

ス
向
上
に
改
善
の
余
地
が
あ
る

と
感
じ
る
。
指
導
・
監
督
的
な

立
場
で
あ
る
行
政
と
し
て
、
現

在
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
関
す
る

考
え
を
聞
き
た
い
。

近
年
、
中
国
・
台
湾
の
方
々

の
バ
ス
ツ
ア
ー
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
特
に
１
〜
２
月
の

正
月
休
み
に
当
た
る
時
期
は

非
常
に
多
く
、
言
語
標
記
・

多
言
語
案
内
等
の
充
実
が
必

要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
軽
装
者
や
雨
具
等
の

準
備
の
な
い
方
へ
の
サ
ー
ビ

ス
や
夜
間
の
案
内
地
図
の
充

実
な
ど
も
必
要
で
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

白
川
村
の
宝
も
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

高桑 徹司 議員

最
近
「
ど
ぶ
ろ
く
祭
り
」
に
来

訪
す
る
観
光
客
が
減
少
し
て
い

る
と
感
じ
る
。「
観
光
祭
り
」「
氏

子
の
祭
り
」
の
議
論
は
さ
て
お

き
、
ど
ぶ
ろ
く
の
消
費
の
落
ち

込
み
は
そ
の
ま
ま
地
域
に
跳
ね

返
る
。
村
の
伝
統
・
文
化
を
見

て
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、
一

番
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
が
必
要

で
あ
る
。
地
域
を
創
生
す
る
に

は
、
そ
の
地
域
に
興
味
を
抱
い

て
共
有
す
る
仲
間
を
増
や
す
こ

と
こ
そ
、
今
の
時
代
に
一
番
必

要
だ
と
感
じ
る
。
観
光
振
興
の

観
点
か
ら
行
政
は
ど
の
様
に
感

じ
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

行
政
と
し
ま
し
て
も
来
訪
者

が
減
少
し
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
ど
ぶ
ろ
く
の
消
費

量
に
つ
き
ま
し
て
は
、
口
を

挟
む
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、

観
光
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し

て
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
り

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
検
索
し

ま
す
と
村
の
ど
ぶ
ろ
く
祭
が

最
初
に
出
て
き
ま
す
の
で
、

認
知
度
は
高
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ

Ｑ

A

ＱA

A

　11月20日に飛騨
市議会と村議会が
交流会を実施しま
した。
　この議員協議会は毎年、両市村を交互に訪問し
両市村か抱える問題や課題について意見交換を行
い、それぞれの地域振興に役立てています。
　本年は、白川村での開催となり「集団的自衛権
行使」などの社会問題もあり、戦争体験者の高山
市在住　小峠良三氏を講師にお招きし「平和の尊
さ」をテーマに講演をいただいた後に、意見交換
を行いました。

飛騨市議会と議員交流を行いました
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子
育
て
支
援
に
つ
い
て

各
地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

森崎 敏克 議員

　10月7日白山スーパー林道の新愛称決定
と料金改定について、成原村長、長瀬商
工会長、山腰観光協会長、新谷議長、森
崎副議長の5名で古田岐阜県知事を訪問し
変更等についてお礼に行ってきました。
　詳細につきましては、平成26年11月「広
報しらかわ」に掲載済みでありますので、
ご確認ください。

白川村長・商工会長・観光協会長とともに古田知事にお礼に行ってきました

Ｑ

A
先
般
の
議
会
と
村
民
の

ふ
れ
あ
い
懇
談
会
で
一

時
保
育
を
申
し
込
ん
で

も
保
育
士
数
の
関
係
で

子
供
を
預
け
る
こ
と
が

出
来
な
い
日
が
あ
る
と

聞
く
。
保
育
園
も
以
前

か
ら
見
る
と
、
０
歳
児

か
ら
未
満
児
保
育
、
一

時
保
育
、
時
間
外
保
育

等
に
大
変
な
努
力
を
し

て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、
国
の
児
童
福
祉
施
設
に
お

け
る
保
育
士
の
配
置
基
準
の
数

か
ら
み
る
と
、
白
川
・
平
瀬
保

育
園
の
保
育
士
数
は
未
満
・
一

時
児
保
育
に
対
し
相
当
課
題
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
保
育
園
児
の
現
状
と

今
後
の
対
策
。
ま
た
、
保
育
士

の
採
用
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

現
在
、
5
歳
児
11
名
、
4
歳
児

13
名
、
3
歳
児
10
名
、
2
歳
児

7
名
、
１
歳
児
6
名
、
0
歳
児

3
名
の
50
名
を
お
預
か
り
し
て

い
ま
す
。

保
護
者
・
母
親
の

養
育
の
質
と
、
保

育
園
の
保
育
の
質

を
確
保
し
、
単
に

保
護
者
本
位
の

ニ
ー
ズ
と
し
て
受

け
止
め
る
の
で
は

な
く
、
背
景
に
持

つ
そ
れ
ぞ
れ
の
お

子
さ
ん
の
生
活
・

発
達
・
適
応
に
か
か
わ
る
ニ
ー

ズ
を
第
一
義
的
に
受
け
止
め
配

慮
し
、
保
育
の
質
を
維
持
し
高

め
る
保
育
園
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

保
育
士
数
は
、
園
児
の
減
少
傾

向
等
々
の
観
点
か
ら
パ
ー
ト
及

び
臨
時
保
育
士
に
よ
る
対
応
を

考
え
て
い
ま
す
。

北
部
地
区
は
、
有
家
ヶ
原
3
世

帯
9
名
、
椿
原
5
世
帯
8
名
、

芦
倉
2
世
帯
9
名
、
小
白
川
8

世
帯
24
名
の
集
落
形
態
で
あ
る

が
、
こ
の
数
は
統
計
的
な
数
で

あ
り
、
現
実
的
に
は
１
世
帯
の

集
落
も
存
在
し
、
こ
の
ま
ま
で

は
、
存
続
さ
え
危
ぶ
ま
れ
る
と

感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
集
落
規

模
が
少
な
く
な
る
ほ
ど
地
域
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
受
益
者
負
担

も
過
大
と
な
り
、
個
人
負
担
に

重
く
圧
し
か
か
る
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
村
は
、
少

人
数
集
落
の
受
益
者
負
担
率
を

軽
減
さ
せ
る
何
ら
か
の
施
策
を

講
じ
る
事
が
最
優
先
と
考
え
る

が
、
こ
れ
か
ら
の
北
部
地
区
の

在
り
方
に
つ
い
て
考
え
を
聞
き

た
い
。

一
般
事
業
で
行
う
農
業
用
施
設

（
水
路
・
農
道
等
）
は
補
助
対

象
区
分
に
よ
り
10
〜
30
％
と
異

な
っ
て
い
ま
す
。
村
道
に
つ
き

ま
し
て
は
、
受
益
者
負
担
は

０
％
で
す
。

現
在
、
負
担
率
の
低
い
（
３
％
程

度
）
補
助
金
等
を
中
心
に
事
業

展
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
幾
ら
負
担
率
が
低
く
と
も

少
人
数
集
落
で
は
個
人
負
担
が

大
き
く
な
り
ま
す
の
で
、
負
担

額
の
上
限
を
設
け
る
な
ど
の
対

策
を
早
急
に
講
じ
ま
す
。

Ｑ

A
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積
極
的
な
企
業
誘
致
と

地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

積
極
的
な
企
業
誘
致
と

地
域
の
活
性
化
に
つ
い
て

松井　實 議員

岩手県金ヶ崎町における茅の生産・刈取り機械の視察報告
世界遺産保存対策特別委員会　委員長　大田　貢

平
成
24
年
に
村
が
示
し
た
「
６

次
産
業
に
向
け
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
」
は
「
農
業
振
興
」「
食

品
加
工
」「
販
売
」「
宿
泊
」
の

4
部
門
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
中
で
も
「
食
品
加
工
」
部

門
に
つ
い
て
は
、
既
に
米
粉
や

乾
燥
野
菜
な
ど
の
加
工
工
場
が

進
出
し
稼
働
し
て
い
る
現
状
に

あ
る
。
一
方
、
予
想
さ
れ
て
い

る
「
漬
物
工
場
」「
酒
造
工
場
」

等
に
つ
い
て
は
、
各
企
業
が
進

出
意
欲
を
示
し
な
が
ら
も
、
具

体
的
な
候
補
地
の
選
択
や
関

連
用
地
の
取
得
な
ど
、

基
礎
的
な
行
程
が
何

ら
進
ん
で
い
な
い

現
状
に
あ
る
。
特

に
、
南
部
地
域
で

は
、
白
山
国
立
公

園
を
主
体
と
す
る

観
光
エ
リ
ア
、
平
瀬

温
泉
施
設
等
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
に
恵
ま
れ
な
が
ら
も
、

年
々
人
口
が
減
少
し
高
齢
者
世

帯
が
増
加
し
、
過
疎
化
現
象
が

生
じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
立
地
条
件
か
ら
、
例

え
小
規
模
的
施
設
（
工
場
）
で

あ
っ
て
も
、
積
極
的
な
誘
致
活

動
を
展
開
し
、
早
期
に
活
性
化

を
図
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と

考
え
る
。
行
政
は
こ
う
し
た
事

態
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
聞
き

た
い
。

満
足
で
き
る
観
光
地
に
は
「
見

る
も
の
、
買
い
も
の
、
食
べ
も

の
」
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
村
に
は
、
年
間
130
万
に

も
の
観
光
客
が
来
訪

し
ま
す
の
で
、
販

売
力
が
あ
り
、

「
生
産
」
と
「
加

工
」
に
力
を
付

け
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
活
用
し

地
域
内
で
消
費
さ
れ
た
商
品
と

お
金
を
村
内
に
配
分
す
る
こ
と

を
考
え
ま
す
。

リ
ゾ
ー
ト
（
大
型
旅
館
施
設
）

の
誘
致
構
想
に
つ
い
て
、
昨
秋
、

進
出
候
補
企
業
よ
り
、
東
京
五

輪
等
の
大
幅
な
公
共
事
業
に
よ

り
「
人
手
不
足
」「
賃
金
の
上
昇
」

「
建
設
資
材
の
高
騰
」
等
々
の

理
由
に
よ
り
、
突
然
の
進
出
計

画
の
凍
結
が
打
ち
出
さ
れ
現
在

に
至
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
社

会
情
勢
か
ら
、
行
政
は
ホ
テ
ル

誘
致
に
つ
い
て
ど
う
受
け
止
め

今
後
ど
う
対
処
す
る
の
か
考
え

を
聞
き
た
い
。

現
状
で
は
変
化
が
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
も
相
手
企
業
に
粘
り

強
く
交
渉
し
、
一
刻
で
も
早
い

進
出
を
頂
け
る
よ
う
努
力
い
た

し
ま
す
。

Ｑ

A

ＱA

　11月11日岩手県金ヶ崎町㈶金ヶ崎町産業公社及び金ヶ崎町役場に茅の生産と
刈取り機械の視察に合掌保存財団、村教育委員会等の関係者で行ってきました。
　お話を伺ったところ、地元で茅刈を行なう風習が途絶え、鎌による刈り取りがで
きる人材が 2人となってしまった。刈払い機で作業を行っていたが、作業効率が
悪く、昨年、イタリア製の麦を刈り取るバインダーを購入し、結束できるよう改良を
施し、刈取りから結束までの一連の機械化に成功したとのことだった。
　急斜面への対応や雑草の混入等、課題も多く白川村で活用できるまでには、ま
だ時間が必要ではないかと感じ帰村しました。
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　みなさん、こんにちは。いよいよ明治時代も後半になりました。この頃の世界は、自国権益の
拡大による植民地化をはじめとした乱世の時代であり、特に軍艦等の海路が主力となり、欧
米からアジアは標的となっておりました。そんな時代の中、明治34年 4月29日には、今上裕仁

（きんじょう　ひろひと）昭和天皇がご生誕されました。また、明治39年12月15日には、年賀郵便取扱制度創設がなさ
れ同日受付を開始しました。毎年、何気なく送っていた年賀状ですが、100年を超えて今も国民に愛されているって、凄
いと思いませんか？さて、話を戻しましょう。時に世界は五大国（イギリス・フランス・オーストリア帝国・プロセイン王国・ロ
シア帝国）による植民地化や人種差別による奴隷制度は、後進国において脅威であるほかありませんでした。そんな
中、不凍港（冬でも凍らない港）を持たないロシア帝国は、不凍港を求め遼東半島を統治して自国の権益拡大を、対す
る大日本帝国は、三国干渉や義和団の乱後の、大国ロシアによる朝鮮半島への南下（支配）と、日本への侵略を防ぐ
安全保障が、それぞれの目的となり日露戦争は始まりました。明治38年 5月には、世界に名を轟かす「バルチック艦隊」
を撃破した日本海海戦は、世界に驚嘆を与えました。五大国には、日本の存在感、人種差別を受けていた人 に々は、白
色人種に有色人種が初めて勝った戦争であった事もあり、勇気を与えたと言われております。しかし、この戦争では、ロ
シア帝国 2万 5 千名余り、大日本帝国 8万 8千名余りの尊い命を失っております。同年 9月5日に調印されたポーツ
マス条約において、大日本帝国への賠償金の支払いも認められなかった為、戦争景気どころか人もお金もなくなる事態
となり、日比谷焼打事件等の暴動が各地でおきました。この戦争には、6回に渡る外債を発行し約13億円弱の借金を
して、国の一般会計日露戦争戦費総額は、18
億2629万円とされております。ちなみに、明治
36年の国の一般会計予算は、2 億 6 千万。
外債を完済したのは、驚く事なかれ昭和61
年、ちょっと前の出来事なんです。大国ロシ
アの世界に誇る艦隊を撃破し、その後日本
は五大国の仲間入りを果たします。けれど、
失ったものは、もっと大きく多いと私は感じ
ました。今回は、ウィキペディアをはじめとし
た文献をもとに、一部を紹介しました。歴史
を勉強中の皆さん、どうか歴史を正しく振り
返り自分の糧として、新しい未来に貢献して
下さい。 議

員
氏
名
（
カ
ッ
コ
は
大
字
名
）

～力による支配の時代～

木
村
　
　
正
忠
（
荻
　
町
）

高
桑
　
　
正
茂
（
鳩
　
谷
）

長
瀬
　
民
之
助
（
荻
　
町
）

和
田
　
澤
之
助
（
荻
　
町
）

成
原
　
　
重
教
（
大
　
牧
）

山
下
　
　
貞
助
（
　
島
　
）

遠
山
　
　
靖
輔
（
御
母
衣
）

小
坂
　
　
藤
助
（
平
　
瀬
）

坂
下
　
市
之
助
（
木
　
谷
）

成
原
　
　
重
教
（
大
　
牧
）

木
村
奥
左
ヱ
門
（
荻
　
町
）

木
村
　
　
正
忠
（
荻
　
町
）

松
本
　
楠
太
郎
（
荻
　
町
）

坂
下
　
市
之
助
（
木
　
谷
）

和
田
　
　
治
富
（
荻
　
町
）

山
本
　
源
一
郎
（
荻
　
町
）

中
脇
　
　
憲
二
（
飯
　
島
）

岩
本
　
　
四
一
（
牛
　
首
）

荒
井
　
　
恵
信
（
椿
　
原
）

東
馬
　
　
武
雄
（
飯
　
島
）

松
本
　
楠
太
郎
（
荻
　
町
）

和
田
　
　
治
富
（
荻
　
町
）

尾
崎
　
　
一
郎
（
尾
　
神
）

大
塚
　
清
次
郎
（
長
　
瀬
）

下
屋
　
喜
十
郎
（
尾
　
神
）

坂
本
　
　
円
次
（
平
　
瀬
）

荒
井
　
　
恵
信
（
椿
　
原
）

塚
本
　
徳
五
郎
（
荻
　
町
）

高
桑
　
　
正
茂
（
鳩
　
谷
）

岩
本
　
　
四
一
（
牛
　
首
）

尾
崎
　
　
一
郎
（
尾
　
神
）

東
馬
　
　
武
雄
（
飯
　
島
）

和
田
　
　
治
富
（
荻
　
町
）

長
瀬
　
　
栄
一
（
荻
　
町
）

野
谷
　
　
義
助
（
荻
　
町
）

中
脇
　
　
憲
二
（
飯
　
島
）

第
４
号

し
ら
か
わ 

議
会
だ
よ
り

発
行
／
大
野
郡
白
川
村
議
会

編
集
／
白
川
村
議
会
広
報
委
員
会

歴
代
　
白
川
村
議
会
議
員

就
任  

大
正
14
年
7
月
20
日

就
任  

昭
和
10
年
9
月
12
日

就
任  

昭
和
14
年
9
月
12
日

就
任  

昭
和
4
年
7
月
20
日

就
任  

昭
和
8
年
7
月
20
日編

集
後
記

史の
歴 と

び
ら

　
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
人
の
皆
様
の
胃
腸

は
元
気
で
す
か
？
さ
て
さ
て
、
昨

年
11
月
16
日
か
ら
17
日
に
私
と
、

森
崎
副
議
長
と
川
田
議
員
の
3
人

で
、
大
津
市
の
「
全
国
市
町
村
国

際
文
化
研
究
所
」
へ
、
人
口
減
少

に
対
す
る
取
り
組
み
を
中
心
と
し

た
研
修
会
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

き
っ
と
町
村
の
議
員
さ
ん
が
多
い

の
か
と
思
い
き
や
、
市
議
会
議
員

の
方
が
多
く
、
中
核
都
市
で
も
深

刻
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
と

知
り
ま
し
た
。
良
い
答
え
や
ヒ
ン
ト

は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ

う
し
た
研
修
会
に
参
加
し
な
が
ら
、

知
識
と
全
国
の
議
員
さ
ん
と
意
見
交

換
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
高
桑
徹
司
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ  http://shirakaw

a-go.org/m
ura/soshiki/791/ 

Ｅ
メ
ー
ル  soum

u-gikaijim
ukyoku@

vill.shirakaw
a.lg.jp

その４

議会探検隊募集（議会傍聴です）
議会改革特別委員会 委員長　高桑徹司

記
日　時：3月定例本会議 一般質問日（3月20日頃を予定しております。行政無線等で周知します）
会　費：1,000円（弁当・お茶代）傍聴のみでお帰りの方は、必要ありません。
定　員：先着10名様
締　切：定例会会議３日前。但し、議会傍聴のみなら当日となりますが、
　　　　定員に達している時は、お断りする場合もあります。
申込先：白川村議会事務局（成原伸次、萩田正巳まで）

白川村を想う気持ちは、みんな熱いです。
一般質問で戦う議員を応援しに来て下さい。

（声は、出せませんが）

頃 世界は 自国権益

歴史のとびら

しらかわ議会だより　第4号
平成27年1月


